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古
来
、
石
頭
の
禅
は
真
金
鋪
、
馬
祖
の
禅
は
雑
貨
鋪
と
喩
え
ら
れ
た
。
真
金
鋪
と
は
純
金
を
売
る
店
、
雑
貨
鋪
は
様

々
な
品
を
売
る
店

の
こ
と
で
、
元
は

『祖
堂
集
』
五
と
十
八
に
載
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
薬
山
禅
師

の
も
と
に
い
る
道
吾
円
智
が
百
丈
禅
師

の
侍
者
を
務
め
る

雲
巌
曇
晟
を
呼
び
寄
せ
た
時

の
こ
と
ば
と
、
仰
山
慧
寂
が
上
堂
の
中
で
語
る
こ
と
ば
に
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な

っ
た
内
容

で
使
わ
れ
る
が
、
評
価
と
し
て
は
、
石
頭
の
禅
に
純
禅
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。
ま
た

「
江
西
は
大
寂
を
主

と
し
湖
南
は
石
頭
を
主
と
し
て
自
り
、

往
来
憧
憧
と
し
て
二
大
士
に
見
え
ざ
れ
ば
無
知
と
為
す
。」
と

『宋
高
僧
伝
』
九
に
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
石
頭
は
常
に
馬
祖
と
並
び
称
さ
れ
る
禅
の
源
流
で
あ
る
。
最
近
の
中
国
禅
の
研
究
で
は
禅
僧
を
二
つ
の
型
に
分
け
て
、
開
法
派

.

山
居
派
と
す
る
が
、
こ
の
分
類
に
よ
る
と
、
馬
祖
は
開
法
派
、
石
頭
は
山
居
派
と
な
り
、
両
者
に
は
質
的
相
違
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

周
知

の
よ
う
に
開
法
派
の
馬
祖
は
幾
度
と
な
く
教
化
の
場
を
移
し
、
や
が
て
地
方
都
市
の
開
元
寺

(官
寺
)
に
至
る
。
『
景
徳
伝
灯
録
』
七

の
東
寺
如
会
の
章
に
よ
る
と
、
彼

の
道
場
は

「折
躰
会
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
多
く
の
修
行
者
が
参
集
し
た
。
『
祖
堂
集
』

十
四
に

「親
承
の

弟
子
八
十
八
人
、
玄
徒
千
有
余
衆
」
と
記
さ
れ
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
六
に

「入
室
の
弟
子

一
百
三
十
九
人
。
各
お
の
一
方

の
宗
主
と
為
る
。」
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と
さ
れ
る
の
は
、
馬
祖
の
道
場
の
盛
況
ぶ
り
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
開
法
と
は
文
字
通
り
大
衆
を
前
に
し
て
仏
法
を
開
示
す
る

教
化

の
立
場
を
意
味
し
、

灯
史
類
に
は

「示
衆

日
…
…
…
」
「上
堂
日
…
…
…
」
と
語
ら
れ
る
内
容
が
そ
の
教
説
で
あ

る
。

馬
祖
に
は
示

衆
や
上
堂
語
が
多
く
残
り
、
そ
れ
ら
の
記
録
か
ら
彼

の
禅
思
想

の
中
核
を
具
体
的
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
石
頭
の

上
堂
語
は
た
だ

一
編
の
み
で
、

『
景
徳
伝
灯
録
』
十
四
及
び

『
宗
鏡
録
』
九
八
に
記
録
さ
れ
る
が
、
後
者
は
そ
の
後
半

の
み
を
載
せ
る
。

し
か
も

『宗
鏡
録
』
で
は
石
頭
の
語
を
他

の
箇
処
に
み
な

い
。
こ
の
二
録
の
外
の

『
祖
堂
集
』
や

『
宋
高
僧
伝
』
が
石
頭
の
上
堂
語
を
記

録
し
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
次
に
引
文
す
る
よ
う
に
石
頭
の
上
堂
語
は
馬
祖

の
も

の
に
比
べ
短
編
で
あ
る
。

師

一
日
上
堂
し
て
日
く
、
吾
の
法
門
は
先
仏
よ
り
伝
受
す
。
禅
定

・
精
進
を
論
ぜ
ず
し
て
、
唯
だ
仏
の
知
見
に
達
せ
ば
、
即
心
は
即

ち
仏
な
り
。
心
仏
と
衆
生
、
菩
提
と
煩
悩
と
は
、
名
は
異
な
れ
ど
も
体
は

一
な
り
。
汝
等
、
当
に
自
己
の
心
霊
を
知
る
べ
し
。
体
は

断
常
を
離
れ
、
性
は
垢
浄
に
非
ず
し
て
、
湛
然
と
し
て
円
満
、
凡
聖
斉
同
し
、
応
用
無
方
に
し
て
、
心
意
識
を
離
る
。
三
界
六
道
は

唯
だ
心
自
り
現
わ
る
る
の
み
。
水
月
鏡
像
、
豊
に
生
滅
有
ら
ん
や
。
汝
能
く
之
を
知
れ
ば
、
備
わ
ざ
る
所
無
け
ん
。

後
年
、
圭
峯
宗
密
は

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
中
で
禅

の
諸
宗
と
し
て
十
室
を
あ
げ
て
そ
の
中
に
石
頭
の
名
を
入
れ
る
が
、
石
頭
の
上
堂

語
が
当
時
宗
密
に
知
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
宗
密
は
禅

の
三
宗
の
中

の

一
つ
、
混
絶
無
寄
宗
と
し
て
石
頭
を
牛
頭
系
の
禅

と
同
類
に
す
る
。
石
頭
は
少
数
の
弟
子
た
ち
と
南
嶽
中
に
居
り

一
般
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
右
の
上
堂
語
も
南
嶽
で
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
極
く
限
ら
れ
た
人

々
に
伝
わ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
述
す
る
梁
端
下
向
時
の
も
の
で
あ
れ
ば
他
に
も
上
堂

語
の
あ

っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
に
伝
わ
る
の
は
、
こ
れ
の
み
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
石
頭
の
住
し
た
南
嶽
の
南
台
は
も
と
梁
の
海
禅
師
の
得
道
の
場
所
で
あ

っ
た
と
さ
れ
、
石
頭
は
入
山
し
自
ら
そ
こ
に
庵
を
結

ぶ
。
ま
も
な
く
懐
譲
和
尚

(馬
祖

の
師
)
の
計
い
で
起
院
さ
れ
成
持
し
た
と

『
祖
堂
集
』
四
に
は
あ
る
け
れ
ど
、
石
頭

の
著

『
草
庵
歌
』

が

「吾
れ
草
庵
を
結
ぶ
に
宝
具
無
し
」
「成
る
時
初
め
て
茅
草

の
新
し
き
を
見
、
破
れ
し
後
は
還
た
茅
草
を
将

っ
て
蓋
う
」
「草
を
結
び
て

庵
と
為
し
退
く
こ
と
を
生
ず
る
こ
と
莫
し
」
等
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
住
居
は
大
寺
院
で
も
な
け
れ
ば
大
道
場
に
な

っ
た
わ
け
で
も
な
か
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っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
石
頭
は
馬
祖
の
よ
う
に
教
化
の
場
を
他
に
移
し
た
り
、
積
極
的
に
都
会
に
進
出
し
て
修
行
者
を
集
め
た
り
す
る
よ
う

な
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。

一
時
期
、
門
人
の
請
に
よ

っ
て
梁
端
に
下
向
し
た
こ
と
は
あ

っ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
の
こ
と

で
あ
り
、
石
頭
は
ほ
ぼ
半
世
紀
を
南
嶽
に
籠
り
山
居
修
道
に
徹
し
た
。
こ
の
た
め
彼
は
他
と
の
煩
墳
な
関
わ
り
を
断
ち
、
祖
師
の
訓
講
を

切
磋
琢
磨
し
、
己
れ

の
禅
を
研
ぎ
澄
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼

の
入
山
当
時
、
南
嶽
に
は
既
に
堅
固

・
蘭

・
譲

の
三
禅
師
が
い
た
と
言

わ
れ
る
。
彼
ら
が
挙

っ
て

「彼
の
石
頭
上
に
真

の
師
子
吼
有
り
」
と
言

っ
た
と
す
る
の
は
、
あ
な
が
ち

『祖
堂
集
』
の
編
者
の
創
作
で
は

な
く
、
当
時

の
石
頭
に
対
す
る
正
当
な
評
価
か
ら
出
た
こ
と
ば
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

後

に
石
頭
の
三
世
に
当
る
花
亭
徳
誠
は
、
師
薬
山
惟
撮

の
没
後
ま
も
な
く
、
師
弟
の
雲
巌
曇
晟

・
道
吾
円
智
と
三
人
し
て
薬
山
の
秘
旨

を
保
任
す
る
た
め
、

「少
多
種
の
根
と
家
具
を
持
し
、

澄
源
の
深
遽
に
し
て
人
燗

の
絶

つ
る
処
に
隠
れ
、
世
を
避
け
道
を
養
い
生
を
過
ご

さ
ん
と
擬
せ
ん
。」
と
同
議
す
る
話
が

『
祖
堂
集
』
五
に
あ
る
。
円
智
が
枯
禅
を
貫
く
こ
と
に
不
安
を
感
じ

「然
れ
ど
も
石
頭
の
宗
枝
を

埋
没
す
る
こ
と
莫
き
や
。」
と
言

っ
て
こ
れ
は
も
の
別
れ
と
な
り
、

各
自
別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

も
と
よ
り
深
く

人
里
を
離
れ
処
に
隠
れ
棲
み
道
を
養
い

一
生
を
送
る
こ
と
が
、
真

の
山
居
修
道
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
山
居
は
動
も
す
る

と
真

理
を
埋
没
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
円
智
が
心
配
し
た
の
は

「
石
頭
の
宗
枝
」
の
埋
没
で
あ

っ
た
。
薬
山
に
伝
わ

っ
た
石
頭
の
禅
が
真

金
鋪

と
評
価
を
受
け
て
も
、
真
金
そ
の
も
の
が
埋
没
し
て
し
ま
え
ば
店
鋪
の
倒
産
は
必
定
で
あ
る
。
そ
の
後
花
亭
徳
誠
は
己
の
こ
と
ば
通

り
世

を
避
け
志
を
貫
く
が
、
円
智
に

一
人
の
僧
を
送
ら
れ
、
か
ろ
う
じ
て

「石
頭
の
宗
枝
」
を
伸
ば
す
こ
と
に
な
る
。

石
頭
系

の
人

々
、
特
に
石
頭
の
二
世
に
当
る
人
々
が

「石
頭
の
宗
枝
」
を
ど
の
よ
う
に
継
ぎ
守
り
育
て
て
い
っ
た
か
、
ま
た
石
頭
の
禅

が
如

何
な
る
理
由
で

「真
金
鋪
」
と
呼
ば
れ
た
か
、
を
次
に
考
え
て
い
き
た
い
。
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2

石
頭
の
弟
子
た
ち

石
頭
希
遷
の
嗣
法
者
は
馬
祖
に
比
べ
て
少
な
い
。
そ
れ
で
も

『
景
徳
伝
灯
録
』
十
四
に
は
次
の
表
の
よ
う
に
二
十

一
人
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。

他
の

『
祖
堂
集
』
四
と
五
に
七
人
の
名
が
あ
げ
ら
れ
、
『
宋
高
僧
伝
』
で
は
立
伝
さ
れ
た
も
の
が
三
人
、

石
頭
伝
に
名
の
載
る
も

の
六
人
で
あ
る
。

ま
た
時
代
は
下
る
が
、
『
五
灯
会
元
』
五
で
は
十
二
人
の
名
が
列
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
名
の
重
複

を
さ
け
て
数
え
上

げ
る
と
二
十
三
人
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
中
の
潮
州
大
顛
和
尚
と
無
機
縁
語
の
宝
通
禅
師
を

『
五
灯
会
元
』
に
潮
州
霊
山
大
顛
宝
通
禅
師
と
あ

る
の
を
理
由
に
同

一
視
す
れ
ば
、
二
十
二
人
が
今
日
伝
え
ら
れ
る
石
頭
の
弟
子
の
総
数
で
あ
る
。
ま
た
馬
祖
の
弟
子

の
中
に
は
、
郡
隠
峰

や
寵
居
士
の
よ
う
に
石
頭

・
馬
祖
の
両
師
を
幾
度
か
往
来
し
た
者
も
あ
る
。
さ
ら
に
五
洩
霊
黙

・
西
園
蘭
若
曇
蔵
等
は
馬
祖
の
も
と
か
ら

石
頭
に
至
り
、
そ
こ
で
大
き
な
影
響
を
受
け
る
の
で
、
彼
ら
も
石
頭
の
弟
子
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
石
頭
の
弟
子
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
は
更
に
ふ
え
る
が
、
こ
れ
ら

の
人

々
は
幸
い
に
も
記
録

に
名
を
と
ど
め
る

こ
と
が
で
き
た
人
た
ち
で
あ

っ
て
、
こ
の
他
に
も
石
頭
の
も
と
で
開
悟
し
た
修
行
者
は
数
多
く

い
た
に
ち
が
い
な
い
。

『
景
徳
傳
燈
[録
』

1

荊
州
天
皇
寺

道
悟
騨
師

(七
四
八
-
八
〇
七
)

2

京
兆
　
利
騨
師

3

郡
州
丹
霞
山
天
然
輝
師

(七
三
九
-
八
二
四
)

4

潭
州
招
提
寺
慧
朗
輝
師

(七
三
八
-
八
二
〇
)

5

長
沙
興
國
寺
振
朗
騨
師

『
祀
堂
集
』

天
皇
和
爾

巻
第
四

　
梨
和
省

巻
第
四

丹
霞
和
筒

巻
第
四

招
提
和
省

巻
第
四

1234

『宋
高
信
傳
』

荊
州
天
皇
寺
道
悟

南
陽
丹
霞
山
天
然

道
悟

石
頭
伝

波
利

石
頭
伝

慧
朗

石
頭
伝

振
朗

石
頭
伝

『
五
燈
會
元
』

京
兆
　
利
騨
師

丹
霞
天
然
騨
師

招
提
慧
朗
騨
師

興
國
振
朗
騨
師

672
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6

澄
州

藥
山
惟
撮
輝
師

7

潭
州

大
川
和
省

8

粉

州
石
槙
和
省

9

鳳
翔

法
門
寺
佛
陀
和
省

10

潭
州
華
林
和
省

11

潮
州

大
顛
和
省

12

潭
州

長
髭
暖
輝
師

13

太
空
和
省

14

寳
通

輝
師

15

海
陵

大
辮
輝
師

16

渚
脛
輝
師

17

衡
州
道
読
和
省

18

漢
州
常
清
騨
師

19

幅
州
砕
石
和
省

20

商
州
商
嶺
和
省

21

常
州
義
興
和
省

2223

(
七
四
四
;

八
二
七
)

(
七
三
ニ
ー

八
二
四
)

藥
山
和
尚

巻
第
四

5

大
顛
和
省
巻
第
五

6

長
髭
和
省
巻
第
五

7

朗
州
藥
山
唯
撮

道
銑

石
頭
伝

智
竣

石
頭
伝

藥
山
惟
嚴
輝
師

潭
州
大
川
輝
師

扮
州
石
槙
騨
師

法
門
佛
陀
騨
師

11092

 

大
顛
寳
通
輝
師

4

長
髭
畷
輝
師

5

水
空
和
筒

11

大
同
濟
輝
師

12
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3

梁

端

下

向

石
頭
は
師
の
青
原
行
思
没
後
ま
も
な
く
し
て
南
嶽
に
入
り
南
台
に
庵
を
結
ぶ
。
そ
れ
か
ら
実
に
半
世
紀
に
及
ぶ
山
居
修
道
の
日
々
を
送

る
が
、

こ
の
間

『
宋
高
僧
伝
』
九
は

「広
徳
二
年

(七
六
四
)
門
人
請
じ
て
梁
端
に
下
る
。
」
と
し

『
景
徳
伝
灯
録
』
十

四
は
こ
れ

に
続
け

て

「広
く
玄
化
を
閾
か
し
む
」
こ
と
が
あ

っ
た
と
す
る
。
広
徳
二
年
は
石
頭
の
六
十
五
、
六
歳

の
時
で
あ
る
。
鈴
木
哲
雄
博
士
は

『
唐
五
代

禅
宗
史
』
の
中
で
、
梁
端
に
石
頭
を
請
じ
た
門
人
を
招
提
慧
朗
と
さ
れ
る
。
慧
朗
は

『
祖
堂
集
』
四
に

「招
提
を
出

で
ざ
る
こ
と
三
十
籐

年
、
因
り
て
招
提
朗
と
号
す
。
元
和
十
五
年

(八
二
〇
)
庚
子
歳
正
月
二
十
二
日
遷
化
す
。
春
秋
八
十
三
。
僧
夏
六
十

四
。
」
と
記
さ
れ
る
。

彼

は
晩
年
紹
州
に
帰
り
そ
こ
で
入
寂
し
た
こ
と
、
貞
元
十

一
年

(七
九
五
)
に
招
提
か
ら
月
華
山
に
移

っ
た
こ
と
を

『
唐
五
代
禅
宗
史
』
は

述

べ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
慧
朗
は
、
1

広
徳
四
年

(七
六
六
)
頃
二
十
八
歳
で
招
提
寺
に
住
し
三
十
余
年
演
法
し
、
貞

元
十

一
年

(七
九
五
)
五
十
八
歳

の
時
に
紹
州
月
華
山
に
移
り
、
元
和
十
五
年

(八
二
〇
)
八
十
三
歳
で
入
滅
す
る
ー

と
い
う
後
半
生
を
送

る
。

こ
の
慧
朗
の
年
譜
か
ら
梁
端
に
石
頭
を
招
い
た
の
は
、
二
十
六
歳
の
慧
朗
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
梁
端
の
ど
こ
に
師

を
招

い
た
か
、
そ
の
場
所
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
慧
朗
は
ま
も
な
く
梁
端
の
招
提
寺
に
住
持
す
る
、
こ
の
こ
と
か
ら

石
頭
の
梁
端
で
の
在

住
期
間
は
余
り
長
く
は
な
く
せ
い
ぜ
い
二
年
く
ら

い
で
、
再
び
も
と

の
南
嶽
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。

な

ぜ
石
頭
が
梁
端
に
赴
い
た
か
は
現
在

の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
理
由
に
つ
い
て
は
次
の
項
で
考
え
る
が
、
石
頭
の
南
嶽
で
の
半

世
紀

に
及
ぶ
山
居
修
道
は
、
こ
の
梁
端
下
向
を
境
と
し
て
前
後
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
南
台
に
庵
を
結
ん
で
か
ら
梁

端

に
下
向
す
る
ま
で
。
年
齢
的
に
は
四
十
二
歳
か
ら
六
十
五
歳
。
こ
れ
を
仮
り
に

「南
嶽
前
期
」
と
す
る
。
次
は
梁
端
か
ら
南
嶽
に
戻
り

入
滅
す
る
ま
で
。
年
齢
的
に
は
六
十
代
後
半
か
ら
没
年
九
十

一
歳
ま
で
。
こ
れ
を

「南
嶽
後
期
」
と
し
て
み
る
と
、
前
期
は
二
十
三
年
間
、

後

期
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
期
間
と
な
る
。
こ
の
便
宜
的
区
分
け
に
よ

っ
て
、
彼
の
と
こ
ろ
に
訪
れ
た
修
行
者
た
ち
を
分
類
し
て
み
る
と
、
様
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南
嶽
前
期
の
弟
子
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今
日
知
ら
れ
る
、
石
頭
が
梁
端
に
下
向
す
る
以
前
に
接
触
し
た
人
々
は
、
招
提
慧
朗

・
丹
霞
天
然

・
潮
州
大
顛
の
三
人
で
あ
る
。

招
提
慧
朗
は
始
興
曲
江

の
人
、
姓
は
鴫
陽
氏
、
十
三
歳
で
郡
林
寺

の
摸
禅
師
に
依

っ
て
披
剃
す
る
。
十
七
歳
の
時
南
嶽

に
遊
学
し
て
二

十
歳
で
嶽
寺
に
お
い
て
受
具
し

一
人
前
の
僧
と
な
る
。
こ
の
時
慧
朗
は
同
じ
く
南
嶽
に
い
る
石
頭
の
存
在
を
知
ら
な
い
。
南
嶽
に
遊
学
し

て
い
る
間
に
そ
の
石
頭
の
名
を
耳
に
し
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
偉
大
さ
は
知
ら
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
石
頭
が

一
般

に
は
気
づ
か
れ
ぬ
ほ
ど
深
く
潜
行
し
て
山
居
修
道
に
徹
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
受
具
後
慧
朗
は
、
当
時
西
裏
山
か
ら
慶
州
聾
公
山
に

移
り
教
線
を
拡
げ
、
世
に
知
ら
れ

つ
つ
あ

っ
た
馬
祖
の
も
と
に
向
う
。

大
寂

(馬
祖
)
問
う
て
曰
く
、
汝
来
り
て
何
を
か
求
む
る
。
師
曰
く
、
仏
知
見
を
求
む
。
曰
く
、
仏
に
知
見
無
し
。
知
見
は
乃
ち
魔

界
な
り
。
汝
、
南
嶽
従
り
来
る
に
、
未
だ
石
頭
の
曹
難

の
心
要
を
見
ざ
る
の
み
。
汝
応
に
却

っ
て
帰
る
べ
し
。
(景
徳
伝
灯
録
十
四
)

仏
知
見
を
め
ぐ
る
こ
の
問
答
の
行
く
え
は
後
に
考
え
て
い
く
が
、
こ
の
慧
朗
と
馬
祖
の
問
答
は
慧
朗
の
受
具
後
ま
も
な
く

の
こ
と
と
考

え
ら
れ
、
馬
祖
が
聾
公
山
に
移

っ
た
直
後
馬
祖
五
十
歳
前
後
の
頃
で
あ
る
。
馬
祖
は
南
嶽

の
石
頭
の
こ
と
は
知

っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、
石
頭
が
入
山
す
る
以
前
に
馬
祖
は
南
嶽
に
入
る
。
そ
こ
で
懐
譲
禅
師
と
出
会

い
師
事
す
る
。
馬
祖
が
い
つ
南

嶽

に
懐
譲
を
訪
ね
た
か
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
い
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
間
南
嶽

の
情
勢
に
つ
い
て
は
知
り
得
た
は
ず
で
あ
る
。

南
嶽
を
離
れ
る
の
は
開
元
の
末
か
ら
天
宝

の
初
め

の
こ
ろ
。
そ
し
て
福
州
の
建
陽
仏
跡
巌
に
向
う
。

こ
の
時
馬
祖
は
三
十
代
前
半
、
懐
譲

は
六
十
五
、
六
歳
。

一
方
石
頭
は
そ
の
師
青
原
行
思
の
入
滅
後
二
年
し
て
、
即
ち
天
宝
初
年
に
南
嶽
に
入
る
。
四
十
二
歳

の
頃
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
石
頭
と
馬
祖
と
は
同
時
に
南
嶽
に
居
合
わ
せ
た
可
能
性
が
強
い
。
さ
ら
に
出
会
い
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
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そ
れ
は
極
く
短
期
間
の
居
合
わ
せ
で
あ
り
出
会
い
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
同
所
共
在
で
の
関
係
は
、
既
に
四
川
に
お
い
て

一
廉

の

僧
と
な

っ
て
、
先
に
南
嶽
に
い
た
三
十
代
前
半
の
馬
祖
の
方
が
、
青
原
行
思
の
も
と
で
約
十
年
を
過
ご
し
山
居
修
道

の
た
め
に
南
嶽
に
入

っ
た
四
十
二
歳

の
石
頭
を
注
目
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
石
頭
の
南
嶽
入
り

・
馬
祖
の
下
山
-

か
ら
十
五
年
後
、
こ

れ
が
若
き
慧
朗

の
馬
祖
謁
見
で
あ
る
。
馬
祖
は
慧
朗
と
の
問
答
で
、
石
頭
を
曹
難

の
心
要
有
る
人
物
だ
と
評
価
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
慧
朗

は
南
嶽
に
再
び
帰
り
石
頭
を
訪
ね
る
。
時
に
慧
朗
は
二
十
歳
前
半
で
あ
る
。

丹
霞
天
然
の
寂
年
に
は
長
慶
三
年
(八
二
三
)
『
祖
堂
集
』
説
と
長
慶
四
年

『
宋
高
僧
伝
』
『
景
徳
伝
灯
録
』
説
の
二

つ
が
あ
る
が
、
春
秋

八
十
六
と
い
う
生
涯
は
変
わ
ら
な
い
。
寂
年
の

一
年
の
差
は
今
の
こ
こ
で
の
問
題
に
は
直
接
関
わ
り
が
な
い
。
『
祖
堂
集
』
四
に
よ
る
と
、

天
然
は
開
元
二
十
七
年

(七
三
九
)
ご
ろ
生
ま
れ
、
若
い
頃
か
ら
儒
墨
に
親
し
み
九
経
に
通
じ
た
と
い
う
。
寵
居
士
と
共

に
京
師

へ
登
り
科

挙
の
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
が
、
途
中
夢
に
部
屋
じ
ゅ
う
光
の
満
ち
る
の
を
見
、
そ
の
夢
判
断
に

「解
空

の
祥
」
が
出
た
り
、
行
脚
僧

に

「江
西
馬
祖
は
真
の
選
仏
の
処
」
と
示
唆
さ
れ
て
選
官
よ
り
も
選
仏
を
択
ぶ
。
「
二
人
の
宿
根
猛
利
に
し
て
」
馬
祖

の
も
と
に
行
く
が
、

寵
居
士
の
方
は
生
涯
出
家
を
択
ぶ
こ
と
は
な
か

っ
た
。
果
た
し
て
そ
の
後
彼
が
選
官
し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
次
の
天
然
と
馬
祖

・の
問
答
か
ら
寵
居
士
の
姿
は
消
え
る
。

馬
大
師
曰
く
、
這
の
漢
、
来
り
て
什
摩
を
か
作
す
。
秀
才

(天
然
)
上
僕
頭
を
汰
す
。
馬
祖
便
ち
機
を
察
し
笑

い
て
曰
く
、
汝
の
師

は
石
頭
な
る
か
。
秀
才
日
、
若
し
与
摩
な
れ
ば
則
ち
某
甲
に
石
頭
を
指
示
せ
よ
。
馬
祖
曰
く
、
這
裏
従
り
去
り
て
南
嶽
七
百
里
。
遷

長
老
石
頭
に
在
り
。
祢
、
那
裏
に
去

っ
て
出
家
せ
よ
。
(祖
堂
集
四
)

馬
祖
は
天
然

の
機

の
敏
な
る
を
察
し
て
、

こ
れ
は
石
頭
に
因
縁
有
り
と
す
る
。

こ
の
指
示
で
彼
は
石
頭
に
行
く
。

『
景
徳
伝
灯
録
』
十

四
も

「南
嶽
石
頭
是
れ
汝
が
師
な
り
」
と
し
て
馬
祖
が
天
然
に
彼
の
師
を
特
定
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
石
頭
に
お
け
る
問
答
は
次

の
よ

う
で
あ
る
。

石
頭
に
到
り
和
尚
花
参
ず
。
和
尚
問
う
、
什
摩
の
処
従
り
来
る
。
対
曰
く
、
某
処
よ
り
来
る
。
石
頭
曰
く
、
来
り
て
什
摩
を
か
作
す
。
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秀
才
前
の
如
く
対
う
。
石
頭
便
ち
点
頭
し
て
曰
く
、
槽
廠

へ
着
き
去
れ
。
乃
ち
嚢
役
を
執
る
。

一
二
載
籐
り
を
経
、
石
頭
大
師
明
艮

落
髪
を
与
え
ん
と
欲
す
。
今
夜
童
行
参
ず
る
時
、
大
師
曰
く
、
仏
殿
前
の

一
搭
の
草
、
明
農

の
粥
後
、
劃
却
し
来
れ
。
農
、
諸
の
童

行
競
い
て
鍬
鍵
を
持

つ
。
唯
だ
師
の
み
有
り
て
独
り
刀
水
を
持
ち
て
、
大
師
の
前
に
於
い
て
脆
拝
し
楷
洗
す
。
大
師
笑
い
て
髪
を
剃

る
。
師
に
頂
峯
有
り
、
突
然
と
し
て
起
る
。
大
師
、
之
を
按
で
て
曰
く
、
天
然
な
り
。
落
髪
既
に
畢
る
。
師
、
度
を
礼
謝
し
、
兼
ね

て
名
を
謝
す
。
大
師
曰
く
、
吾
れ
汝
に
何
の
名
を
賜
う
や
。
師
曰
く
、
和
尚
豊
に
天
然
と
日
わ
ず
や
。
石
頭
甚
だ
之
を
奇
と
す
。
…

…

(祖
堂
集
四
)

後
に
国
子
博
士
劉
輌
が
丹
霞
天
然
の
碑
文
を
書
い
た
と
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
。
こ
の
碑
文
が
あ
れ
ば
天
然
と
鹿
居
士
と

の
関
係
も
詳
し
く
知
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
天
然
の
選
官
、
馬
祖

・
石
頭
で
の
天
然
の
様
子
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
先
の
招

提
慧
朗
と
同
じ
く
馬
祖

の
指
示
に
よ
り
、
天
然
が
石
頭
に
参
じ
た
の
は
、
石
頭
の
梁
端
下
向
前
、
彼
の
二
十
代
前
半
の
こ
ろ
と
見
て
ほ
ぼ

ま
ち
が

い
な
い
。

潮
州
大
顛
は
周
知
の
よ
う
に

「仏
骨
表
」
を
奉
じ
た
韓
愈
と
の
関
係
で
知
ら
れ
る
が
、
『
五
灯
会
元
』
に
な

っ
て
初
め
て
潮
州
霊
山
大
顛

宝
通
禅
師
と
記
録
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に

『
景
徳
伝
灯
録
』
で
は
潮
州
大
顛
和
尚
と
は
別
に
宝
通
禅
師
を
十
四
番
目
に
た
て
る
が
、

同
録
に
機
縁
語
句
も
な
く
、
他

の
灯
史
に
名
を
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
大
顛
が
韓

愈
と
接
触
し
た

の
は
、
韓
愈
が

「仏
骨
表
」
を
奉
上
し
、
こ
れ
に
よ
り
彼
が
潮
州
に
左
遷
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
か
ら
、
だ
い
た
い
元
和

の
末

(八
二
〇
)
ご

ろ
で
あ
る
。
大
顛
の
生
涯
は

『釈
氏
疑
年
録
』
に
よ
る
と
西
暦
七
三
二
年
生
ま
れ
、
長
慶
四
年

(八
二
四
)
卒
九
十
三
年

の
長
き
に
渡
る
。

出
家

・
具
戒

・
石
頭
参
禅
が
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
で
あ

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
通
常

の
具
戒
が
二
十
歳
ご
ろ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
顛
が
石

頭
に
参
じ
た
の
は
お
そ
く
と
も
三
十
歳
ご
ろ
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
大
顛
は
石
頭
の
梁
端
下
向
以
前
に
石
頭
に
会

っ
て
い
る
公
算

が
大
き

い
。
ま
た
各
伝
と
も
馬
祖
と
の
接
触
を
言
わ
ぬ
が
、
大
顛
の
石
頭
と
交
わ
し
た
問
答
を
み
る
と
、
石
頭
参
禅
以
前
に
馬
祖
か
ら
思

想
的
影
響
を
多
分
に
受
け
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
後
の
項
で
考
え
て
い
き
た
い
。
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南
嶽
後
期
の
弟
子

こ
こ
に
登
場
す
る
の
は
、
天
皇
道
悟

・
薬
山
惟
撮

・
五
洩
霊
黙

・
紫
玉
道
通

・
西
園
蘭
若
曇
蔵

・
寵
居
士
の
七
人
で
あ
る
。
こ
の
弟
子

た
ち

の
傾
向
は
先
の
南
嶽
前
期
の
弟
子
が
初
心
者
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
既
に

一
見
識
を
も

っ
た
者
の
多
い
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
こ
こ
で

も
馬
祖
か
ら
来
訪
す
る
者
が
多
い
。

天
皇
道
悟
は

『宋
高
僧
伝
』
十
で
は

コ
兀
和
丁
亥
歳

(八
〇
七
)
背
痛
有
り
…
…
夏
四
月
晦
を
以
て
奄
然
と
し
て
入
滅
す
。
春
秋
六
十
。
僧

騰
三
十
五
。
」
と
し
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
十
四
も
こ
れ
に
従
う
。
し
か
し

『祖
堂
集
』
四
は

「未
だ
行
状
を
観
ず
。
終
始

の
要
を
決
せ
ず
。」

と
し
て
い
る
。
色

々
と
問
題
の
多
い
人
で
あ
る
。
彼
は
唐

の
天
宝
七
年

(七
四
八
)
に
生
ま
れ
、
十
四
歳
で
出
家
を
志
し
明
州
の
大
徳
に
依

り
剃
髪
、
二
十
五
歳
の
時
杭
州
竹
林
寺
で
具
戒
す
る
。
そ
の
後
梵
行
を
精
修
し
、
の
ち
籐
杭
に
出
て
径
山
国

一
禅
師
に
謁
し
心
法
を
受
け

て
五
年
間
服
勤
し
た
。
径
山
法
欽
が
入
内
し
て
代
宗
容
武
皇
帝
よ
り
国

一
禅
師
の
号
を
賜
わ
る
の
が
、
大
歴
三
年

(七
六
八
)
五
十
五
歳
の

時
で
あ
る
。
道
悟
の
行
く
の
は
こ
れ
よ
り
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
大
歴
十

一
年

(七
七
六
)
絵
銚
の
大
梅
山
に
入
る
。
次
に
建
中

初
年

(七
八
〇
)
鍾
陵
に
馬
祖
に
見
え
、
明
く
る
年
石
頭
に
謁
し
た
と
い
う
。
馬
祖
の
指
示
に
よ
る
南
嶽
行
き
で
は
な
か

っ
た
が
、
道
悟
は

法
欽

の
も
と
で
既
に
心
法
を
受
け
、
馬
祖
の
も
と
で

「重
ね
て
前
解
を
印
す
」
と

『
景
徳
伝
灯
録
』.
十
四
に
あ
る
か
ら
、
彼
は
す
で
に
禅

の
修
行
を
完
成
さ
せ
た
人
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
道
悟
の
南
嶽
行
き
は
先
の
慧
朗
や
天
然
と
は
質
的

に
異
な
る
。
石
頭

と
の
問
答
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

師
初
め
て
石
頭
に
問
う
、
智
慧
を
離
却
し
て
何
の
法
を
か
人
に
示
す
。
石
頭
曰
く
、
老
僧
に
奴
碑
無
し
。
什
摩
を

か
離
る
。
進
ん
で

曰
く
、
伽
、
風
を
撮
す
る
こ
と
を
触
く
す
る
や
。
師
曰
く
、
若
し
与
摩
な
れ
ば
、
則
ち
今
日
従
り
去
ら
ざ
る
な
り
。
石
頭
曰
く
、
未

審
、
汝
早
晩
那
辺
従
り
か
来
る
。
師
曰
く
、
専
甲
は
是
れ
那
辺
の
人
に
あ
ら
ず
。
石
頭
曰
く
、
我
早
介
に
汝
が
来

処
を
知
る
。
師
日
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く
、
和
尚
も
亦
た
賊
賄
を
人
に
得
ず
。
石
頭
曰
く
、
汝
が
身
現
在
す
。
師
曰
く
、
此
の
如
く
な
り
と
錐
然
も
畢
寛
如
何
が
後
人
に
示

す
。
石
頭
云
く
、
弥
道
え
阿
誰
か
後
人
な
る
を
。
師
礼
謝
し
て
深
く
玄
要
を
領
ず
。
(祖
堂
集
四
)

問
答
の
内
容
は
石
頭
が
す
で
に
道
悟
を
認
め
て
の
展
開
で
あ
る
。
径
山
法
欽
ー
馬
祖
道

一
ー
石
頭
希
遷
と
、
当
時
の
巨
匠
た
ち
を
訪
ね
歩

く
道
悟

は
石
頭
の
弟
子
の
中
で
も
異
例
で
あ
る
。

薬
山
惟
撮
の
入
滅
の
説
に
は
次
の
よ
う
に
か
な
り
相
違
が
あ
る
。
『
祖
堂
集
』
四
は

「大
和
八
年

(八
三
四
)
甲
寅
の
歳
十

一
月
六
日
。

春
秋
八
十
四
。

僧
夏
六
十
五
。」
『
宋
高
僧
伝
』
十
七
は

「大
和
二
年

(八
二
八
)
春
秋
七
十
。」
、

『
景
徳
伝
灯
録
』
十
四
は

「大
和
八
年
。

寿
八
十
有
四
。
強
六
十
。
」
入
滅
の
年
を
別
に
す
れ
ば
、
惟
撮
が
十
七
歳
の
時
南
康
よ
り
潮
州
西
山
の
慧
照
禅
師
の
も
と
で
出
家
し
、

大

暦
八
年

(七
七
二
)
衡
嶽
寺
の
希
燥
律
師
に
よ

っ
て
受
戒
し
た
こ
と
は
各
伝
と
も

一
致
す
る
。
惟
撮
が
石
頭
に
謁
す
る
の
は
そ
の
後
だ
か
ら

石
頭
の
七
十
五
歳
前
後
で
あ
ろ
う
。
即
ち
石
頭
が
梁
端
に
下
向
し
た
時
か
ら
十
年
を
経
た
後

の
こ
と
で
あ
る
。
惟
嚴
は
薬
山
に
興
元

・
上

元
元

(七
八
四
～
五
)
ご
ろ
入
山
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
石
頭
の
も
と
に
い
た
の
は
約
十
年
間
で
あ
る
。
こ
の
間
に
行
わ
れ
今
日
に
伝
わ
る

石
頭
と

の
問
答
は
二
編
あ
る
が
、
特
に
そ
の
中
で
次
の
坐
禅
問
答
は
石
頭
の
讃
偶
が
付
し
て
あ
り
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
石
頭
と

惟
撮
と

の
問
答
は
、
南
嶽
懐
譲
と
馬
祖
と
の
坐
禅
問
答
と
比
較
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

薬
山

一
処
に
在
り
て
坐
す
。
師
問
う
、
弥
這
裏
に
在
り
て
什
摩
を
か
作
す
。
対
え
て
曰
く
、

一
物
も
也
た
為
さ
ず
。
師
曰
く
、
与
摩

な
れ
ば
則
ち
閑
坐
な
り
。
対
え
て
曰
く
、
若
し
閑
坐
な
れ
ば
則
ち
為
す
な
り
。
師
曰
く
、
弥
道
え
、
為
さ
ず
と
は
介

の
什
摩
を
か
作

さ
ざ
る
か
を
。
対
え
て
日
く
、
千
聖
も
亦
た
識
ら
ず
。
師
偶
を
以
て
讃
じ
て
曰
く
、
従
来
共
に
住
し
て
名
を
知
ら
ず

任
運
に
相
い

将

い
て
作
摩
に
か
行
く

古
え
自
り
上
賢
も
猶
お
識
ら
ず

造
次
の
常
流
豊
に
明
ら
め
る
べ
け
ん
や

(祖
堂
集
四
)

五
洩
山
霊
黙
は
各
伝
と
も
馬
祖
を
嗣
ぐ
と
す
る
が
、

開
悟
は
石
頭
の
も
と
で
あ
る
。

『祖
堂
集
』
十
五
に
は

「和
尚

の
面
前
に
在
り
て

給
侍
す
る
こ
と
数
載
。
」、
『
景
徳
伝
灯
録
』
七
は

「便
ち
柱
杖
を
踏
折
し
て

一
住
二
十
年
侍
者
と
為
る
。
」
と
あ
る
か
ら
、
馬
祖

の
も
と
に

居
た
よ
り
も
石
頭
の
方
が
長
い
。
嗣
法
は
修
行
期
間
の
長
短
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
霊
黙
の
場
合
石
頭
に
よ
り
多

く
の
影
響
を
受
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け
た

こ
と
は
確
か
だ
。
『
宋
高
僧
伝
』
十
に
は

「(元
和
)
十
三
年
(八

一
八
)
三
月
二
十
三
日
、
燥
沐
し
て
香
を
焚
き
、
縄
床
に
端
坐
す
。
時

衆
を
嘱
累
し
濫
然
と
し
て
絶
す
。
寿
齢
七
十
二
。
法
騰
四
十

一
。」
と
あ
り
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
七
は
こ
れ
に

一
致
す
る
が

『
祖
堂
集
』
十

五
は
僧
臓
三
十

一
と
し
て
異
な
る
。
こ
の
相
違
は
開
元
寺
に
馬
祖
を
訪
ね
る
年
次
が
霊
黙
三
十

一
歳

(馬
祖
六
十
九
歳

・
石
頭
七
十
八
歳
)

か
四
十
]
歳

(馬
祖
七
十
九
歳

・
石
頭
八
十
八
歳
)
か
大
き
く
変
わ
る
。
霊
黙
が
馬
祖
の
も
と
に
行
く
因
縁
は
天
然
と
同
じ
く
選
官
に
行

く
道
す
が
ら
で
あ
る
。
彼
は
洪
州
開
元
寺
に
立
ち
寄
り
馬
祖
を
礼
拝
す
る
。

大
師
問
う
、
秀
才
什
摩
の
処
に
か
去
る
。
云
く
、
京
に
入
り
選
官
し
去
る
。
大
師
云
く
、
秀
才
太
だ
遠
し
。
対
え
て
云
く
、
和
尚
、

此
間
還
た
選
場
有
り
や
。
大
師
云
く
、
目
前
什
摩
を
か
嫌
う
。
秀
才
云
く
、
還
た
選
官
を
許
す
や
。
大
師
云
く
、
但
だ
秀
才
の
み
に

お

非
ず
、
仏
も
亦
た
著
か
ず
。
此
に
因
り
て
大
師
に
投
じ
出
家
せ
ん
と
欲
得
す
。
大
師
云
く
、
祢
が
与
に
剃
頭
す
る
は
即
ち
得
き
も
、

若
し
是
れ
大
事
因
縁
な
ら
ば
即
ち
得
ず
。
此
れ
従
り
摂
受
し
後
具
戒
す
。
(祖
堂
集
十
五
)

こ
の
後

『
祖
堂
集
』
に
は
馬
祖
と
百
丈
惟
政
の
野
鴨
子
問
答
が
あ
り
、
惟
政
が
大
悟
し
た
因
縁
を
あ
げ
る
。
惟
政
の
大
悟
に
啓
発
さ
れ
た

霊
黙

は
次
の
よ
う
に
馬
祖
に
切
迫
す
る
。

此
に
因
り
て
師
好
気
無
し
。
便
ち
大
師
に
向

っ
て
説
く
ら
く
、
某
甲
、
這
介

の
業
次
を
拗
却
し
大
師
に
投
じ
て
出
家
す
れ
ど
も
、
今

日
並
び
に
介
の
動
情
無
し
。
適
来
政
上
座
は
是
の
如
き
次
第
有
り
。
乞
う
師
、
慈
悲
も
て
指
示
せ
ん
こ
と
を
。
大
師
云
く
、
若
し
是

れ
出
家
な
ら
ば
師
は
則
ち
老
僧
な
り
。
若
し
是
れ
発
明
な
ら
ば
師
は
則
ち
別
人
な
り
。
是
れ
像
、
騙
年
我
が
這
裏
に
在
る
も
也
た
得

じ
。
師
云
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
則
ち
乞
う
和
尚
、
介
の
宗
師
を
指
示
せ
よ
。
大
師
云
く
、
此
を
去
る
こ
と
七
百
里
、

一
禅
師
有
り
。

呼
ん
で
南
岳
の
石
頭
と
為
す
。
汝
若
し
彼
中
に
到
ら
ば
、
必
ず
来
由
有
ら
ん
。
師
便
ち
辞
す
。
(祖
堂
集
+
五
)

霊
黙
が
石
頭
に
至
る
の
は
、
法
臆
四
十

一
説
を
と
る
な
ら
ば
、
彼
の
三
十
代
中
半
で
あ
ろ
う
。
石
頭
は
こ
の
時
八
十
歳
前
後
。
『
祖
堂
集
』

の
法
縢
三
十

一
説
で
は
あ
ま
り
に
も
石
頭
の
年
齢
が
高
す
ぎ
る
。

霊
黙
は
馬
祖
と
因
縁
が
浅
か

っ
た
よ
う
だ
。

「伽
が
与
に
剃
髪
す
る
は

即
ち
得
き
も
、
若
し
是
れ
大
事
因
縁
な
ら
ば
即
ち
得
ず
。
」
さ
ら
に
政
上
座
の
一
件
が
あ

っ
た
後
の

「若
し
出
家
な
ら
ば
師
は
則
ち
老
僧
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な
り
。

若
し
是
れ
発
明
な
ら
ぼ
、
師
は
則
ち
別
人
な
り
。

是
れ
騙
年
我
が
這
裏
に
在
る
も
也
た
得
じ
。
」
と
続
く
馬
祖

の
応
対
は
明
ら
か

に
霊
黙
と
距
離
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
馬
祖
の
も
と
で
の
霊
黙
の
問
答
は
、
彼
が
石
頭
に
至
る
た
め

の

『祖
堂
集
』
編

者
の
意
図
的
な
伏
線
で
は
あ
ろ
う
が
、
馬
祖
の
も
と
で
禅
を
完
成
さ
せ
た
秀
才

(科
挙

の
受
験
資
格
の
あ
る
人
)
は

一
人
も
い
な
か

っ
た

よ
う
だ
。

紫
玉
道
通
が
石
頭
に
謁
見
し
た
と
す
る
の
は

『
宋
高
僧
伝
』
十
の
み
で
、
他
は
こ
れ
に
触
れ
て
い
な
い
。
同
伝
は

「貞

元
二
年

(七
八
六
)

南
嶽

に
往
き
石
頭
禅
師
に
見
ゆ
。

猶
お
采
縷
に
朱
藍
の
色
を
加
う
る
が
ご
と
き
な
り
。
」
と
記
し
、

八
十
七
歳
の
石
頭
希
遷
が
な
お
建
在

で
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
道
通
は
こ
の
時
五
十
六
歳
、
ま
た
馬
祖
の
も
と
に
戻
り
、
二
年
後
の
貞
元
四
年

(七
八
八
)
馬
祖
が
八
十
年
の
生

涯
を
閉
じ
る
ま
で
付
き
従
う
。

『景
徳
伝
灯
録
』
六
に

「唐
の
天
宝
の
初
め

(七
三
二
)
馬
祖
建
陽
に
闘
化
し
仏
　
巌
に
居

る
。

師
往
き
て

之
に
謁
す
。

南
康
聾
公
山
に
尋
遷
す
る
に
、

師
も
亦
た
之
に
随
う
。
」
と
あ
る
か
ら
、

道
通
は
馬
祖
の
も
と
に
い
て
四
十
五
年
間
師
事
し

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
道
通
は
馬
祖
教
団
の
重
鎮
で
あ
り
、
彼
の
南
嶽
行
き
は

一
種
の
石
頭

へ
の
伺
候
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

西
園
蘭
若
曇
蔵
は
特
筆
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。

『宋
高
僧
伝
』
十

一
に
は

「禅
訣
は
大
寂
の
門
で
得
、
後
、
石
頭
希
遷
禅
師
に
見
ゆ
。

所
謂
る
、
再
び
染
む
る
は
之
を
頽
と
謂
う
。
」
と
あ
り
、
『景
徳
伝
灯
録
』
八
に
は

「本
と
心
印
を
大
寂
禅
師
に
受
け
、
後
、
石
頭
遷
和
尚

に
謁
し
て
螢
然
と
し
て
明
徹
す
。」
と
あ
る
か
ら
、
石
頭
の
も
と
で
完
成
し
た
人
で
あ
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
十

一
に

「貞

元
二
年

(七
八
六
)

衡
嶽

に
嘉
遁
し
、
峯
の
絶
頂
に
棲
止
す
。
晩
年
、
脚
疾
に
苦
し
み
、
移

り
て
西
園
に
下
り
茅
を
結
ぶ
。
参
詣
す
る
者
繁
熾
す
。
太
和
元
年

(八
二
七
)
嶽
中
に
終
わ
る
。
享
齢
七
十
。
」
と
あ
る
か
ら
、
曇
蔵
は
二
十
八
歳
の
若
さ
で
南
嶽

に
嘉
遁

(『周
易
』
下
経

・
遮
に
よ
る
)
し
、
山

居
修
道

に
徹
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
馬
祖
は
七
十
七
歳
、
石
頭
は
八
十
六
歳
、
あ
た
か
も
紫
玉
道
通
が
石
頭
を
来
訪
し
た
年
で
あ
る
。

馬
祖

・
石
頭
で
の
問
答
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
衡
嶽
に
隠
棲
す
る
の
は
石
頭
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

廃
慈

に
つ
い
て
は

『景
徳
伝
灯
録
』
八
に
の
み

「唐

の
貞
元
初

(七
八
五
)
石
頭
和
尚
に
謁
し
て
言
を
忘
じ
て
旨
を
会
す
。」
と
石
頭

へ
の
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参
禅

の
年
次
を
明
ら
か
に
す
る
。

鷹
慈
は
各
伝
と
も
馬
祖
を
嗣
ぐ
と
す
る
。
『
寵
居
士
語
録
』
で
は
、

ま
ず
石
頭
に
参
じ
、
後
馬
祖
に
参

じ
た
と
す
る
が
、
先
の

『
祖
堂
集
』
四
丹
霞
天
然
の
章
で
は

「初
め
寵
居
士
と
同
侶
し
て
京
に
入
り
選
を
求
む
。
」
と
あ
る
。
そ
の
後
行
脚

い
た

僧

の
示
唆
に
よ
り

「
二
人
の
宿
根
猛
利
に
し
て
」
「大
寂
に
造
る
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
鹿
居
士
語
録
』
と
矛
盾
す
る
。
先
後

の
問
題

は
置
く
が
、
寵
慈
は
石
頭
と
馬
祖
に
同

一
の
問
い
を
発
し
て
い
る
。
『
寵
居
士
語
録
』
に
よ
る
と
、

唐

の
貞
元
の
初
め
、

石
頭
禅
師
に
謁
し
て
乃
ち
問
う
、

万
法
と
侶
た
ら
ざ
る
者
、
是
れ
甚
慶
人
そ
や
。
(石
)
頭
手
を
以
て
其
の
口

を
掩
う
。
諮
然
と
し
て
省
有
り
。

居
士
、
後
に
江
西
に
之
き
馬
祖
大
師
に
参
ず
。
万
法
と
侶
た
ら
ざ
る
者
、
是
れ
什
塵
人
そ
や
。
祖
曰
く
、
汝
が

一
口
に
西
江
の
水
を

吸
い
尽
す
を
待

っ
て
、
即
ち
汝
に
向

っ
て
道
わ
ん
。
士
、
言
下
に
頓
に
玄
旨
を
領
す
。
遂
に
偶
を
呈
す
。
「心
空
及
第
」
の
句
有
り
。

こ
の
問
答
を
み
る
か
ぎ
り
、
鹿
薙
を
丹
霞
天
然
と
選
官
に
行
く
途
中
に
馬
祖
を
訪
ね
た
青
年
と
考
え
る
よ
り
も
、
老
練

な
達
人
と
し
て
の

鹿
居
士
を
考
え
た
方
が
妥
当
だ
と
思
え
る
。
そ
の
た
め
石
頭
に
参
じ
た
の
は
壮
年
期
そ
れ
以
上
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

6

馬
祖
か
ら
来
た
弟
子

馬
祖
は
積
極
的
に
人
を
集
め
開
法
し
て
い
く
が
、

石
頭
に
は
開
法
す
る
意
志
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
『
草
庵
歌
』
が
語
る
よ
う
に
、
彼

は
祖
師
の
教
え
を
保
任
し
、
庵
を
成
し
て
退
く
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
あ
の
花
亭
徳
誠
が
い
う

「深
遼
に
し
て
人
姻

の
絶

つ
る
処
に

隠
れ
世
を
避
け
道
を
養
う
」

こ
と
で
あ
る
。

一
時
的
に
門
人
の
請
に
よ

っ
て
梁
端

へ
下
向
し
た
が
、
そ
れ
と
て
短
期
間

の
こ
と
で
、
南
嶽

で
の
山
居
に
は
支
障
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

吾
、
草
庵
を
結
ぶ
に
宝
具
無
し

飯
了
り
従
容
と
し
て
睡
る
こ
と
の
快
き
を
図
る

成
る
時
初
め
て
茅
草
の
新
し
き
を
見

破
れ
し
後
は
還
た
茅
草
を
将

っ
て
蓋
う
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住
庵
の
人

鎮
に
在
り

中
間
と
内
外
と
に
は
属
せ
ず

世
人
の
住
む
処
に
我
は
住
せ
ず

世
人
の
愛
す
る
処
を
我
は
愛
せ
ず

庵
小
な
り
と
錐
も
法
界
を
含
む

方
丈

の
老
人
相
い
体
解
す

上
乗
の
菩
薩
は
信
じ
て
疑
う
こ
と
無
き
も

中
下
は
之
を
聞
い
て
必
ず
怪
を
生
ず

此

の
庵
の
壊
と
不
壊
を
問
わ
ば

壊
と
不
壊
と
に
主

元
よ
り
在
る
も

南
北
と
東
西
と
に
居
ら
ず

基
肚
の
堅
牢
な
る
を
以
て
最
と
為
す

青
松
の
下

明
窓
の
内

玉
殿
朱
棲
も
未
だ
対
を
為
さ
ず

納
被
を
頭
に
蒙
り
て
万
事
休
す

此

の
時

山
僧
都
て
会
せ
ず

此

の
庵
に
住
し
て
解
を
作
す
こ
と
を
休
す

誰
か
鋪
席
を
誇
り
て
人
の
買
わ
ん
こ
と
を
図
る

廻
光
返
照
し
て
便
ち
帰
り
来
た
れ
ば

霊
根
に
廓
達
し
て
向
背
に
非
ず

祖
師
の
親
し
き
訓
講
に
遇
い

草
を
結
び
て
庵
と
為
し
退
く
こ
と
を
生
ず
る
こ
と
莫
し

百
年
拗
却
し
て
縦
横
す
る
に
任
す

手
を
搦
い
て
便
ち
行
け
ば
罪
も
無
し

千
種
の
言

万
般
の
解
は

只
だ
君
を
し
て
長
く
昧
ま
さ
ざ
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
す

庵

中
の
不
死
の
人
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ぼ

豊
に
而
今
這

の
皮
袋
を
離
れ
ん
や

(景
徳
伝
灯
録
三
十
)

『
草
庵
歌
』
が
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
、

明
ら
か
で
な
い
。

た
だ
、

二

・
三
の
句

「世
人
住
塵
我
不
住
世
人
愛
庭
我
不
愛
」
「庵
錐
小

含

法
界

方
丈
老
人
相
睦
解
」
「上
乗
菩
薩
信
無
疑

中
下
聞
之
必
生
怪
」
を
み
て
い
く
と
、

梁
端
下
向

の
経
験
が
住
庵
の
意
識
を
石
頭
に

強
く
も
た
せ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
に
機
根

の
上
中
下
-

求
道
者
の
等
級
i

を
言
う
の
は
、
梁
端
で
の
様

々
な
教
化
を
通
じ

て
味
わ

っ
た
経
験
か
ら
出
た
句
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
梁
端
で
の
教
化
は
彼
に
と

っ
て
後
半
を
過
ご
す
道
で
は
な
か

っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
石
頭
が
門
人
の
請
に
よ
っ
て
下
向
し
た
の
は
、
こ
と
に
よ
る
と
門
人
た
ち
の
強
い
住
持
の
要
請
に
動
か
さ
れ
、
そ
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れ
に
よ
り
次
第
に
開
法
の
意
志
が
彼
の
内
に
発
芽
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
仮
り
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
は
馬
祖

の
教
化
を
意
識
し

た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
梁
端
に
行
く
直
前
、
荷
沢
神
会
が
没
し

(七
六
二
)、
南
陽
慧
忠
が
光
宅
寺
に
住
す

(七
六
三
)
と
い

う
中
央
で
の
動
き
が
あ
り
、
直
後

の
翌
年
に
は
天
柱
山
に

「
天
柱
寺
」
の
勅
号
が
下
さ
れ
る
。
そ
し
て
下
向
か
ら
四
年
後
に
は
南
陽
慧
忠

と
径
山
法
欽
が
入
内
し
法
欽
は
国

一
禅
師
の
号
を
賜
わ

っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
当
時
の
動
向
に
石
頭
の
心
が
南
嶽
を
下
り
都
市
に
向
い

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
石
頭
に
と

っ
て
梁
端
は
自
ら
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
か

っ
た
。
彼
は
あ
く
ま
で
も
山
居
修
道
の
人

で
あ

っ
た
か
ら
南
嶽
に
戻
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
を
去
る
に
あ
た
り
梁
端
を
門
人
の
慧
朗
に
託
す
の
で
あ
る
。
慧
朗
は
そ
れ
に
よ
り

「梁
端

の
招
提
寺
に
住
し
、
戸
を
出
で
ざ
る
こ
と
三
十
籐
年
。」
と
各
灯
史
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
石
頭
の
梁
端
下
向
の
問
題
は
様

々
な
角
度
か
ら
今
後
さ
ら
に
問
い
つ
づ
け
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

さ
て
、
梁
端
下
向
以
前
に
石
頭
を
訪
れ
る
修
行
者
に
は
初
心
者
が
多
い
。
慧
朗
も
天
然
も
二
十
代
前
半
。
と
も
に
馬
祖
の
聾
公
山
経
由

で
あ
る
。

招
提
慧
朗
の
僧
と
し
て
学
ぽ
う
と
し
た
目
的
は
先
に
も
あ
げ
た
よ
う
に

「仏
知
見
」
の
究
明
で
あ

っ
た
。
馬
祖
は
慧
朗
の
こ
と
ば
に
対

し

「仏
に
知
見
無
し
。
知
見
は
乃
ち
魔
界
な
り
。」
と
講
諭
す
る
。

石
頭
に

「仏
之
知
見
」

の
上
堂
語
が
あ
る
が
、
も

と
よ
り
慧
朗
は
馬

祖
に
謁
見
す
る
ま
で
石
頭
の
こ
と
は
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
馬
祖
の
講
諭
は
石
頭
批
判
と
は
な
ら
な
い
。
「仏
知
見
を
求
む
」
は
慧
朗
の
学

ん
だ
仏
教
学
か
ら
出
た
問
い
で
あ

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
馬
祖
の
指
示
通
り
南
嶽
に
帰
る
。
石
頭

へ
の
問

い
か
け
は

「仏
」

の
問
題
と
な
る
。
こ
の
、
「仏
知
見
」
か
ら

「仏
」
に
至
る
問
い
の
変
化
は
慧
朗

の
問
題
意
識
の
深
ま
り
と
も
と
れ
る
。

問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。
石
頭
日
く
、
汝
に
仏
性
無
し
。
曰
く
、
蚕
動
含
霊
は
却

っ
て
仏
性
有
り
や
。
石
頭

曰
く
。
蚕
動
含
霊

し

は
却

っ
て
仏
性
有
り
。
曰
く
、
慧
朗
、
什
腰
と
為
て
か
却

っ
て
仏
性
無
き
。
石
頭
曰
く
、
汝
が
承
当
す
る
を
肯
わ
ざ
る
が
為
な
り
。

師
、
言
下
に
於
い
て
信
入
す
。
(景
徳
伝
灯
録
十
四
)

右
と
先
の
馬
祖
で
の
問
答
と
は
質
的
に
相
違
が
あ
る
。
馬
祖
で
の
問
答
は
、
実
は

「仏
知
見
」
が
問
題
の
主
で
は
な
い
。
「仏
知
見
」
を
問
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題
視
す
る
初
心
者
の
力
量
を
見
抜
い
て
南
嶽
石
頭
に
帰
向
さ
せ
る
馬
祖
の
意
図
が
主
眼
で
あ
り
、
石
頭
に
曹
難
の
心
要
有
り
と
認
め
る
馬

祖
の
石
頭
に
対
す
る
評
価
が
こ
れ
に
加
わ
る
。

「曹
難
の
心
要
」
と
は
曹
難
恵
能
に
よ

っ
て
象
徴
さ
れ
る
純
禅
の
心
髄

の
こ
と
で
、

石
頭

を
禅

の
正
統
派
と
し
て
言
う
の
で
は
な
い
。
石
頭
と
の
問
答
は

「仏
性
」
問
答
の
展
開
で
あ
る
。
「蚕
動
含
霊
は
却

っ
て
仏
性
有
り
や
。」

と
問
う
の
は
慧
朗
の
仏
教
学
か
ら
学
ん
だ
知
識
で
あ
る
。

石
頭
は
轟
動
含
霊
に
仏
性
を
み
と
め
、

「如
何
な
る
か
是
れ
仏
」
と
問
う
慧
朗

に
は
仏
性
を
み
と
め
な
い
。
動
め
く
有
情
に
仏
性
を
み
と
め
て
、
慧
朗
そ
の
人
に
み
と
め
な
い
の
は
心
意
識
の
有
無
に
よ
る
。
石
頭
は
上

堂
語

で

「
凡
聖
斉
同
し
応
用
無
方
に
し
て
心
意
識
を
離
る
」
と
い
う
。
慧
朗
が
承
当
を
肯
わ
な
い
1

仏
教
学
で
言
う
通
り
、
本
来
、
衆

生
は
仏
で
仏
性
が
有
る
と
い
う
の
に
、
そ
れ
を
そ
の
通
り
納
得
し
な
い
ー

の
は
、
あ
き
ら
か
に
彼
の
知
見
に
よ
る
せ
い
で
あ
る
。
慧
朗

は
馬
祖
の
も
と
か
ら
南
嶽
に
至

っ
て
も
そ
の
知
見
を
引
き
摺
る
。
石
頭
は

「汝
に
仏
性
無
し
」
と
言

っ
て
慧
朗
の
知
見

の
根
拠

(慧
朗
の

学
び
得
た
も
の
)
を
否
定
し
去
る
。
こ
の
問
答
に
よ
っ
て

『
景
徳
伝
灯
録
』
は
彼
が

コ
言
下
に
信
入
」
し
た
と
記
す
が
、
信
入
は
開
悟
で

は
な
く
納
得
し
得
た
、
つ
ま
り
禅
の
入
口
を

つ
か
ん
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
石
頭
で
の
問
答
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
や
が
て

石
頭
を
嗣
ぎ
梁
端
に
出
て
招
提
寺
に
住
す
。
彼
の
も
と
に
修
行
者
が
参
集
し
て
く
る
と
、
慧
朗
は
誰
に
対
し
て
も

「去
れ
去
れ
、
汝
に
仏

性
無
し
」
と
言

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
石
頭
と
の
初
問
が
深
く
生
涯
に
渡
り
及
ぼ
し
た
こ
と
を
物
語
る
。

丹
霞
天
然
の
場
合
は
ど
う
か
。
彼
が
石
頭
に
行
く
の
は
、
馬
祖
の

「南
嶽
石
頭
是
れ
汝
が
師
な
り
」
と
い
う
指
示
に
よ
る
が
、
石
頭
で

は
落
髪
と
法
名
の
付
与
が
行
わ
れ
る
の
み
で
こ
の
他
に
開
悟
に
つ
な
が
る
特
別
な
問
答
は
伝
わ
ら
な
い
。
次
は
再
び
馬
祖
に
戻

っ
た
時
の

問
答

で
あ
る
。

大
寂
問
う
、
什
摩
の
処
従
り
か
来
る
。
対
え
て
曰
く
、
石
頭
従
り
来
る
。
大
寂
曰
く
、
石
頭
の
路
は
滑
ら
か
な
り
。
還
た
漣
倒
せ
し

や
。
対
え
て
曰
く
、
若
し
漣
倒
せ
ば
、
即
ち
此
に
来
ら
ざ
る
な
り
。
(祖
堂
集
四
)

『祖
堂
集
』
の
記
録
は
こ
の
あ
と

「大
寂
、
甚
だ
之
を
奇
と
す
」
と
あ
る
。
こ
の
表
現
は
石
頭
の
問
答
で
も
使
わ
れ
る
が
、
石
頭
も
馬
祖

も
天
然

の
こ
乏
ば
に
並
で
な
い
も
の
を
感
じ
驚
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
彼
の
器
量
に
つ
い
て
の
感
動
で
あ

っ
て
、
彼
の
こ
と
ば
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を
た
だ
ち
に
悟
得
の
句
と
認
め
た
の
で
は
な
い
。
「石
頭
の
路
は
滑
ら
か
な
り
」
1

滑
ら
か
な
路
は
睡
倒

(転
ぶ
)
し
や
す
い
。
だ
か
ら

気
を

つ
け
よ
。
i

何
を
気
を

つ
け
る
の
か
。
こ
こ
に
馬
祖

の
石
頭
に
対
す
る
畏
怖
を
感
じ
取
れ
る
。
天
然
は
転
ば
な
か

っ
た
か
ら
戻

っ

て
来

た
と
い
う
。
次
の
郡
隠
峰
の
場
合
は
蹉
倒
し
た
例
で
あ
る
。

郡
隠
峰
、
祖
を
辞
せ
ん
と
す
。
祖
曰
く
、
甚
の
処
に
か
去
る
。
云
く
、
石
頭
に
去
る
。
祖
曰
く
、
石
頭
の
路
は
滑
ら
か
な
り
。
云
く
、

竿
木
身
に
随
い
、
場
に
逢

い
て
戯
を
作
さ
ん
。
纏
か
に
石
頭
に
到
る
や
、
乃
ち
禅
駄
を
邊
る
こ
と

一
匝
し
錫
を
振

る
こ
と

一
下
し
て

問
う
、
是
れ
何
の
宗
旨
ぞ
。
頭
曰
く
、
蒼
天
蒼
天
。
峰
無
語
。
却
回
し
て
祖
に
挙
似
す
。
祖
曰
く
、
汝
更
に
去
り
他
の
蒼
天
蒼
天
と

道
う
を
見
て
、
汝
便
ち
嘘
す
る
こ
と
両
声
せ
よ
。
峰
又
た
去
り
、

一
に
前
に
依
り
て
問
う
。
頭
乃
ち
嘘
す
る
こ
と
両
声
す
。
峰
又
た

無
語
。
帰
り
て
祖
に
挙
似
す
。
祖
曰
く
、
汝
に
向

っ
て
石
頭
の
路
は
滑
ら
か
な
り
と
道
え
り
。
(景
徳
伝
灯
録
六
)

「石
頭
の
路
は
滑
ら
か
な
り
」

の
句
は
ま
た
馬
祖
の
石
頭
に
対
す
る
評
価
と
認
識
を
同
時
に
語
る
も
の
で
も
あ
る
。
馬
祖
の
も
と
か
ら
行

っ
た
人
々
の
報
告
か
ら
、
馬
祖
は
様

々
な
情
報
を
得
、
石
頭
の
並
々
な
ら
ぬ
玄
人
と
し
て
の
手
腕
を
理
解
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
彼
が
南
嶽
で
石
頭
を
知

っ
て
以
来
ず

っ
と
続
く
気
懸
り
で
あ

っ
て
、
他

の
風
評
に
よ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
聾
公
山
時
代
か
ら
開
元

寺
時
代
に
か
け
て
、
馬
祖
は
中
央
の
慧
忠
国
師
や
径
山
法
欽
に
弟
子
を
差
し
向
け
自
己
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
が
、
こ
の
時
遣
わ
し
た
弟

子
た
ち
は
馬
祖
門
下
の
俊
秀
で
あ
る
。
し
か
し
石
頭
に
向
か
せ
る
の
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
馬
祖
は
確

か
に
石
頭
の
力
量
を
認
め
て
彼
に
初
心
の
者
を
託
し
た
の
で
あ
る
。
石
頭
は
初
め
よ
り
山
居
修
道
に
徹
し
て
弟
子
を
集
め
な
か

っ
た
た
め
、

石
頭
か
ら
他

へ
弟
子
を
差
し
向
け
る
こ
と
も
初
心
者
を
託
す
こ
と
も
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
馬
祖
か
ら
や

っ
て
く
る
修
行
者
を

通
し
て
馬
祖
の
存
在
を
知
る
に
つ
れ
、
石
頭
も
馬
祖
の
禅
を
理
解
し
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
の
問
答
は
唯

一
石
頭
が
馬
祖
の
名

を
出
す
内
容
で
あ
る
。

師
、
僧
に
問
う
、
什
摩
の
処
従
り
か
来
る
。
対
え
て
曰
く
、
江
西
従
り
来
る
。
師
曰
く
、
江
西
に
て
還
た
馬
祖
に
見
え
し
や
。
対
え

て
曰
く
、
見
ゆ
。
師
乃
ち

一
紫
楓
を
指
し
て
曰
く
、
馬
師
は
這
介
と
何
似
ぞ
。
僧
対
え
る
無
し
。
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却
廻
し
て
師
に
挙
似
す
、
請
う
師
、
為
に
決
せ
よ
。
馬
祖
曰
く
、
汝
、
紫
楓
を
見
る
に
大
な
り
や
小
な
り
や
。
対
え
て
曰
く
、
勿
量

に
大
な
り
。
馬
師
曰
く
、
汝
甚
だ
壮
大
の
力
有
り
。
僧
曰
く
、
何
が
故
に
此
く
説
く
。
馬
師
曰
く
、
汝
、
南
嶽
よ
り

一
紫
楓
を
負
い

来
る
。
豊
に
是
れ
壮
大
の
力
有
る
に
あ
ら
ず
や
。
(祖
堂
集
四
)

こ
の
問
答
は

『祖
堂
集
』
四
に
も

『
景
徳
伝
灯
録
』
十
四
に
も
載
る
。

一
本
の
薪
は
問
答
を
深
め
る
こ
と
も
な
く

一
本

の
薪
の
ま
ま
終
わ

る
。

戻

っ
て
来
た
僧
は
馬
祖
の
い
う
石
頭
の
路
に
燵
倒
し
た
例
で
あ
る
。

石
頭
が

一
紫
概
を
指
し

「馬
祖
は
這
介
と
何
似
ぞ
。」
と
問
う

の
は
、

一
僧
の
力
量
を
試
す
問
い
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
背
後
に
い
る
馬
祖
に
も
向
け
ら
れ
る
。
馬
祖
は
底
知
れ
ぬ
威
圧
を
感
じ
る
が
、

問
題
は
、
石
頭
が
馬
祖

の
名
を
知

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
石
頭
は
孤
峯
頂
上
に
坐
し
、
馬
祖
は
十
字
街
頭
に
出
る
。

両
者
は
人
を
介
し

て
互

い
に
顔
を
見
ず
に
相
知
る
。
往
来

の
方
向
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
馬
祖
か
ら
石
頭

へ
、
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

五
洩
山
霊
黙
が
石
頭

へ
行
く
契
機
と
な

っ
た
の
は
、
百
丈
惟
政
の
大
悟
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
『
祖
堂
集
』
十
五
の
記
述
は
百

丈
惟

政
と
馬
祖

の
野
鴨
子
問
答
と
、
霊
黙
と
石
頭
の
問
答
と
に
、
密
接
な
関
係
を
持
た
せ
て
い
る
。
二
つ
の
問
答
を
次
に
あ
げ
る
と
、

有
る

一
日
、
大
師
、
大
衆
を
領
し
て
西
培
の
下
に
出
で
て
遊
行
す
る
次
い
で
、
忽
然
と
し
て
野
鴨
子
飛
び
過
ぎ
去
る
。
大
師
問
う
、

身
辺
什
摩
物
ぞ
。
政
上
座
云
く
、
野
鴨
子
。
大
師
云
く
、
什
摩
処
に
か
去
る
。
対
え
て
云
く
、
飛
び
過
ぎ
去
れ
り
。
大
師
、
政
上
座

の
耳
を
把
り
て
披
く
。
上
座
忍
痛

の
声
を
作
す
。
大
師
云
く
、
猶
お
這
裏
に
在
り
。
何
ぞ
曾
て
飛
び
過
ぎ
ん
や
。

政
上
座
、
諮
然
と

し
て
大
悟
す
。

*

石
頭
に
到

っ
て
云
く
、

ご
言
相
い
契
わ
ば
則
ち
住
ま
ら
ん
、
若
し
相
い
契
わ
ず
ん
ば
則
ち
発
し
去
ら
ん
。
鮭
履
を
著
し
座
具
を
執
り
、

法
堂
に
上
る
。
礼
拝

一
切
了
り
て
侍
立
す
。
石
頭
云
く
、
什
摩
の
処
よ
り
か
来
る
。
師
、
意
に
在
か
ず
し
て
対
え
て
云
く
、
江
西
よ

り
来
る
。
石
頭
云
く
、
受
業
は
什
摩

の
処
に
か
在
る
。
師
、
祇
対
せ
ず
、
便
ち
払
袖
し
て
出
で
、
縄
か
に
門
を
過
ぎ
ん
と
す
る
時
、

そ
ば
だ

石
頭
便
ち
咄
す
。
師
、

一
脚
は
外
に
在
り
、

一
脚
は
内
に
在
り
て
、
頭
を
転
じ
て
石
頭
を
看
る
。
便
ち
掌
を
側
て
て
云
く
、
生
ま
れ
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で
　

て
よ
り
死
す
る
に
至
る
ま
で
、
只
だ
這
介
の
漢
な
る
の
み
。
更
に
頭
悩
を
転
じ
て
什
摩
を
か
作
す
。
師
、
諮
然
と
大
悟
す
。

凡
そ
禅
問
答
は
、
あ
る
資
料
を
も
と
に
し
た
伝
記
作
家
の
創
作
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
こ
に
問
う
者

・
答
え
る
者

の
立
場
が
要
領
よ
く

語

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

一
概
に
問
答

の
す
べ
て
を
事
実
無
根
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ま
少
し
く

立
ち
入

っ
て
問
答

の
内
容
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「什
摩

の
処
に
か
去
る
」
「什
摩

の
処
よ
り
か
来
る
」
は
禅
問
答
の
常
套
語
で
発
問
に
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
「什
摩

の
処
」
は
単
に
問
わ

れ
る
者

の
位
置
や
場
所
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
本
来
性
の
あ
り
か
を
問
う
場
合
が
多
い
。
こ
こ
で
も
馬
祖
や
石
頭
は

そ
う
い
う
意
図
が
あ

っ
て
問
う
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
政
上
座
は
飛
び
去
る
野
鴨
子
に
心
意
識
が
向
き
、
禅
者
と
し
て
常
に
問
い

続

け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
自
己
の
本
来
性
の
あ
り
か
と
は
掛
け
離
れ
た
心
の
状
態
に
な

っ
て
い
た
。
馬
祖
は
そ
の
政
上
座
の
心
意
識
の
方
向

性
を
遮
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
に
あ
る
べ
き
本
来
性

の
あ
り
か
を
自
覚
さ
せ
る
。
「猶
お
這
裏
に
在
り
」
は
、
発
問

の

「什
摩

の
処
」
を
直

に
指
す
馬
祖
の
述
語
的
説
明
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
石
頭
の
問
い
は
新
到
に
対
す
る
基
本
的
形
式
的
な
問
い
で
は
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
一
つ
が
修
行
の
点
検
で
あ
る
と
同
時

に
へ
常
に
問
わ
れ
る
本
来
性
の
あ
り
か

へ
の
問
い
で
も
あ
る
。
し
か
し
霊
黙
は
そ
れ
を

一
般
的
形
式
的
な
問
い
と
し

て
受
け
取
る
。
彼
の

心
意
識
は

「
一
言
相
い
契
う
」
「介
の
動
性
」
に
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
は
石
頭
の
第
二
問
に
対
え
る
こ
と
を
拒
否
し
て
立

ち
去
ろ
う
と
す
る
。
理
由
は

「介

の
動
性
」
を
起
す
に
足
る
彼
の
期
待
し
た

「
一
言
」
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
石
頭
は

「咄
」
・
叱
り

つ
け
る
。

こ
れ
は
馬
祖
と
同
じ
く
霊
黙
の
心
意
識
を
遮
断
す
る
た
め

の
働
き
か
け
で
あ
る
。
『
祖
堂
集
』
の
編
者
は

そ
の
時
の
霊
黙
の
心

理
状
態
を

二

脚
は
外
に
在
り
、

一
脚
は
内
に
在
り
」
と
い
う
句
で
説
明
す
る
。
つ
ま
り
心
意
識
の
流
れ
の
前
後
に
霊
黙
を
立
た
せ
る
の

で
あ
る
。

ま
さ
に
そ
の
流
れ
の

一
点
に
あ
る
霊
黙
の
あ
り
か
に
向
い
、

石
頭
の

二

言
」
は
発
せ
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「生

ま
れ
て
よ
り
死
す
る
に
至
る
ま
で
、

只
だ
這
介

の
漢
な
る
の
み
。」
自
己
の
本
来
性
の
あ
り
か
を
石
頭
は
そ
の
よ
う
に
言
う
。

こ
の

一
言

こ
そ
霊
黙
の
本
来
性
の
あ
り
か
を
開
示
す
る
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
馬
祖
は
目
前
の
物

(身
体
)
を
通
し
感
性
に
よ

っ
て
悟
入
さ
せ
、
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石
頭
は
目
前
の
事

(出
来
事
)
を
通
し
論
理
に
よ

っ
て
悟
入
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。
言
句
と
し
て

「生
ま
れ
て
よ
り
死
す
る
に
至
る
ま
で
、

て
て

只
だ
這
介
の
漢
な
る
の
み
」
と

「猶
お
這
裏
に
在
り
」、
「更
に
頭
悩
を
転
じ
て
什
摩
を
か
作
す
」
と

「何
ぞ
曾
て
飛
び
過
ぎ
ん
や
」
が
そ

れ
ぞ
れ
共
鳴
す
る
が
、
『
祖
堂
集
』
は
馬
祖
が
忍
痛

の
声
を
も

っ
て
政
上
座
を
悟
入
さ
せ
、
所
謂
る

「作
用
即
性
」
の
立
場
を
強
調
す
る
。

石
頭
に

つ
い
て
は
、
物

(身
体
)
に
で
は
な
く
事
、
あ
る
い
は
感
性
に
で
は
な
く
論
理
に
働
き
か
け
る
方
法
を
と
る
。

目
前
の
事
実
は
あ

く
ま
で
も
自
己
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
外
し
て
は
目
前
は
成
立
し
得
な
い
と
い
う
、
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
自
己
の
顕
示
で
あ
る
。
石
頭
の

=
言
は
馬
祖
に
比
べ
て
確
か
に
論
理
的
で
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
は
こ
の
問
答
の
中
に
霊
黙
の

一
種

の
精
神
史
を
語

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
霊
黙
の
馬
祖
入
門
-

政
上
座
の
大
悟
ー

馬
祖
の
石
頭

へ
の
指
示
-

石
頭
で
の
開
悟
i

ま
で
の
一
連

の
問
答
劇
を
通
し
て
、

『
祖
堂
集
』
は
馬
祖
と
石
頭
の
禅
の
特
色
を
み
ご
と
に
描
き
出
す
。

霊
黙
は
そ
の
後
、
前
述
し
た
よ
う
に
石
頭
の
も
と
で
数
載
あ
る
い
は
二
十
年
侍
者
と
な

っ
て
止
ま
る
。
や
が
て
五
洩
山
に
入
り
、
次

の

問
答
が
あ
る
。

問
う
、
此
れ
介
の
門
中
始
終
の
事
、
如
何
。
師
云
く
、
祢
道
え
、
目
前
成
り
来
る
は
多
少
の
時
ぞ
。
僧
云
く
、
会
せ
ず
。
師
云
く
、

我
が
此
間
に
弥
が
適
来
間
う
底
無
し
。
僧
云
く
、
豊
に
和
尚

の
人
を
接
す
る
処
無
き
や
。
師
云
く
、
祢
が
求
む
る
を
待
ち
て
則
ち
接

す
。
請
う
和
尚
接
せ
よ
。
師
云
く
、
弥
、
什
摩
を
か
欠
少
す
。
(祖
堂
集
十
五
)

「目

の
前
の
事
が
出
来
上
が
る
の
に
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
っ
た
か
」
は

「生
ま
れ
て
従
り
死
す
る
に
至
る
ま
で
只
だ
這
介

の
漢
な
る

の
み
」
の

「這
介
の
漢
」
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実
の
事
物
の
広
が
り
と
時
の
流
れ
は

コ
這
介
の
漢
」
に
よ

っ
て
の
み
現

実
性
を
帯
び
確
か
な
実
在
感
を
与
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
物
事
は
成
壊
の
変
化
の
過
程
に
あ
る
が
、
そ
の

一
刻

一
刻
に
世
界
を
完
成
さ
せ
て

い
る
。

目
前
と
は
こ
の
世
界
の
広
が
り
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「這
介
の
漢
」
は
そ
の
世
界
の
広
が
り
と
共
に
あ
り
世
界
を
世
界
た
ら
し
め

る
。

「汝
、

什
摩
を
か
欠
少
す
」
は
後
に
臨
済
も
語
る
と
こ
ろ
だ
が
、

石
頭
の

「生
ま
れ
て
従
り
死
す
る
に
至
る
ま
で
只
だ
這
介
の
漢
な

る
の
み
」
の

一
言
に
よ

っ
て
開
悟
し
確
信
し
得
た
霊
黙
の
道
得
底
で
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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7

石
頭
の
禅
を
語
る
人

石
頭
を
直
接
に
語
る
人
は
潮
州
大
顛
と
丹
霞
天
然
で
あ
る
。
大
顛
は
自
ら

の
開
悟

の
様
子
を
振
り
返
り
、
石
頭
と

の
問
答
の
行
く
え
を

具
に
語
る
。
そ
し
て
天
然
は
上
堂
の
中
で
石
頭
の
禅
の
眼
目
を
ず
ば
り
と
語
り
、
自
ら
の
思
想
に
吸
収
す
る
。

大
顛
は
灯
史
に
こ
そ
記
載
さ
れ
な
い
が
馬
祖
の
会
下
に
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
馬
祖
の
禅
は
目
前
の
問
い
者
を
た
だ
ち
に
悟
入
せ

し
め
る
不
思
議
な
力
を
も

っ
て
い
た
が
(
そ
の
思
想
的
根
拠
は

一
般
に

「即
心
是
仏

平
常
心
是
道
」
と
見
倣
さ
れ
る
。
先
の
政
上
座
の

問
答
は
そ
う
し
た
思
想
の
具
体
例
で
あ
る
。
そ
し
て
忍
痛

の
声
に
本
来
性
を
み
と
め
る
、
所
謂
る

「作
用
即
性
」
の
み
ご
と
な
展
開
例
で

あ

っ
た
。
馬
祖

の
示
衆
に

「汝
若
し
心
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ぼ
、
祇
今
語
言
す
る
も
の
即
ち
是
れ
汝
が
心
な
り
。
此

の
心
を
喚
ん
で
仏
と
作

す
。

亦
た
是
れ
実
相
法
身
仏
な
り
。
亦
た
名
づ
け
て
道
と
為
す
。
」
(宗
鏡
録
+
四
)
と
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の

「作
用
即
性
」
の
表
現
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
語
言
す
る
も
の
が
心
で
あ
り
仏
で
あ
り
道
で
あ
る
と
い
う
思
想
は
、
日
常
底
が
そ
の
ま
ま
本
来
性
で
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
さ
ら
に
馬
祖
の
示
衆
に

「今
の
見
聞
覚
知
は
元
よ
り
是
れ
汝
が
本
性
に
し
て
亦
た
本
心
と
名
つ
く
。
更
に
此

の
心
を
離
れ
て
別
に

仏
有
ら
む
。
」
(宗
鏡
録
十
四
)
と
あ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
の
明
確
化
で
あ
る
。
大
顛
は
馬
祖
の
そ
の
よ
う
な
思
想
に
啓
発
さ
れ
た
求
道
者
と

も
て
石
頭
の
前
に
現
わ
れ
た
と
言

っ
て
よ
い
。
『
祖
堂
集
』
五
に
よ
る
と
、

老
僧
往
年
石
頭
に
見
え
し
に
、
石
頭
問
う
、
阿
那
介
か
是
れ
汝
が
心
。
対
え
て
曰
く
、
即
ち
和
尚
に
舐
対
し
て
言
語
す
る
者
是
れ
な

り
。
石
頭
便
ち
之
を
喝
す
。

旬
日
を
経
て
却

っ
て
問
う
、
和
尚
前
日
豊
に
不
是
な
ら
ん
や
。
此
れ
を
除
く
の
外
、
何
者
か
是
れ
心
な
る
。
石
頭
云
く
、
揚
眉
動
目
、

一
切
の
事
を
除
却
す
る
外
に
、
直
に
心
を
将
ち
来
れ
。
対
え
て
曰
く
、
心
の
将
ち
来
る
べ
き
無
し
。
石
頭
曰
く
、
先
来
は
心
有
り
。

何
ぞ
心
無
し
と
言
う
を
得
た
る
。
心
有
り
心
無
し
、
尽
く
我
れ
を
護
ず
る
に
同
じ
。
此
の
時
に
於

い
て
、
言
下
に
此
の
境
を
大
悟
す
。
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却

っ
て
問
う
、
既
に
某
甲
を
し
て
揚
眉
動
目

一
切
の
事
を
除
却
せ
し
む
る
の
外
、
和
尚
も
亦
た
須
ら
く
之
を
除
く

べ
し
。
石
頭
云
く
、

我

れ
除
き
寛
ん
ぬ
。
対
え
て
曰
く
、
和
尚
に
将
示
し
了
れ
り
。
石
頭
曰
く
、
汝
既
に
我
に
将
示
す
る
心
、
如
何
。
対
え
て
曰
く
、
和

尚

に
異
な
ら
ず
。
石
頭
曰
く
、
汝
が
事
に
関
わ
ら
ず
。
対
え
て
曰
く
、
本
よ
り
無
物
。
石
頭
曰
く
、
汝
も
亦
た
無
物
か
。
対
え
て
曰

く
、
無
物
な
れ
ば
則
ち
真
物
な
り
。
石
頭
曰
く
、
真
物
は
得
べ
か
ら
ず
。
汝
が
心
に
見
量
す
る
意
旨
、
此
の
如
し
。
也
た
須
ら
く
護

持
す
べ
し
。

「汝
が
心
」
と
は
何
か
の
問
い
に
対
し
て

「和
尚
に
瓶
対
し
て
言
語
す
る
者
是
れ
な
り
」
と
い
う
答
え
は
、
大
顛
が
明
ら
か
に
馬
祖
経
由

で
あ

る
こ
と
を
物
語
る
。
石
頭
は
安
易
な
、
日
常
底
と
本
来
性

の
結
び

つ
き
を
否
定
す
る
。
こ
の
問
答
は
大
顛
を
介
し

て
の
馬
祖
批
判
と

な
る
。
臼
揚
眉
動
目

一
切
の
事
を
除
却
す
る
外
」
と
は

〈
祇
今
語
言
す
る
も
の
〉
あ
る
い
は

〈今
の
見
聞
覚
知
〉
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は

日
常
底
を
排
除
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

馬
祖

の

「作
用
」
を
尽
く
除
却
し
た
時
、
「作
用
即
性
」
は
成
立
し
得
な
い
。

石

頭
が
喝
し
た
の
は
大
顛
そ
の
人
で
は
な
く
馬
祖
経
由
の
思
想
で
あ
る
。
旬
日
を
経
て
の
問
い
は
思
想
的
根
拠
を
喪
失
し
た
大
顛
の
新
た
な

探
究
と
み
て
よ
い
。
作
用
及
び

一
切

の
事
を
除
い
た
あ
と
に
残
る
も
の
、
そ
れ
が
石
頭
の
言
う

「
心
」
で
あ
る
。
石
頭
は
大
顛
に

「直
に

心
を
将
ち
来
れ
」
と
迫
る
。
大
顛
は
こ
の
時
点
で
は

「心
の
将
ち
来
る
べ
き
無
し
」
と
答
え
る
し
か
な
い
。
石
頭
の
次

の
こ
と
ぼ
は
霊
黙

を
開
悟
さ
せ
た
と
き
と
同
様
論
理
的
で
あ
る
。
「私
が

〈
汝
の
心
は
何
か
〉
と
問
う
た
時
、
お
ま
え
は

〈
言
語
す
る
も

の
が
心
だ
〉
と
答
え

た
。
と

こ
ろ
が
、
〈
す
べ
て
を
除
い
て
心
を
将
ち
来
れ
〉
と
問
う
と
、
ど
う
し
て

〈
心
で
あ
る
言
語
す
る
者
〉
が

〈心
が
無
い
〉
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。
(
こ
れ
は
全
く
の
矛
盾
で
は
な
い
か
)
〈心
が
あ
る
〉
〈
心
が
な
い
〉
と
い
う
有
無
の
議
論
な
ら
、
全
く
私
を
ぼ
か
に
し

て
い
る

の
も
同
然
だ
。」

大
顛
が
気
づ
い
た
の
は
、
〈
心
で
あ
る
言
語
す
る
者
〉
が

〈
心
が
無
い
〉
と
言
語
す
る
自
己
矛
盾
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
有
無
に
関
わ
ら

な
い

「心
」
が
あ
ち
こ
と
の
自
覚
で
あ
る
。
後
半
の

「無
物
」
は

〈
心
が
あ
る
〉
こ
と
に
対
し
て
の

「無
物
」
で
あ
る
。

「物
」
と
は
こ
の

場
合
、
揚
眉
動
目

.
一
切
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
時
、
「真
物
」
が
現
前
す
る
。
「真
物
」
と
は
石
頭
が

「阿
那
介
か
是
れ
汝
が
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心
」
と
問
い

「直
に
心
を
将
ち
来
れ
」
と
問
う
そ
の

「心
」
で
あ
る
。
こ
の

「心
」
で
あ
る

「真
物
」
は
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
、
石
頭

は

「須
ら
く
護
持
す
べ
し
」
と
い
う
。
丹
霞
天
然
の
上
堂
語
は
こ
の
点
に
つ
い
て
石
頭
と
同

一
線
上
に
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
。
次
に

『
景

徳
伝
灯
録
』
十
四
か
ら
引
く
と
、

阿
弥
、
渾
家
に
切
に
須
ら
く
保
護
す
べ
し
。

一
霊
の
物
は
是
れ
弥
が
造
作
し
名
逸
し
得
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
更
に
什
塵
の
薦
と
不
薦

と
を
か
説
く
。
吾
れ
往
日
石
頭
和
尚
に
見
え
し
と
き
、
亦
た
只
だ
切
に
須
ら
く
自
ら
保
護
す
べ
し
と
教
え
ら
る
。
此
の
事
は
是
れ
侮

が
諌
話
し
得
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

一
霊
の
物
と
は

「真
物
」
で
あ
り
、
石
頭

の
い
う

「心
」
で
あ
る
。
「弥
が
造
作
し
名
逸
し
得
る
も

の
に
あ
ら
ず
」
は

「真
物
は
得
べ
か
ら

ず
」
を
よ
り
鮮
明
に
語

っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

心
と
物
の
関
係
は
大
顛
の
後
年
の
上
堂
語
を
み
る
と

一
層
明
ら
か
と
な
る
。

夫
れ
学
道
の
人
は
須
ら
く
自
家
の
本
心
を
識
る
べ
し
。
心
を
将

っ
て
相

い
示
し
て
方
め
て
道
を
見
る
べ
し
。
多
く
の
時
輩
を
見
る
に
、

只
だ
揚
眉
動
目

一
語

一
黙
を
認
め
て
蕎
頭
に
印
可
し
以
て
必
要
と
為
す
。
此
れ
は
実
に
未
だ
了
せ
ざ
る
な
り
。
吾
れ
今
汝
諸
人
の
為

に
分
明
に
説
き
出
だ
さ
ん
。
各

々
須
ら
く
聴
受
す
べ
し
。
但
だ

}
切

の
妄
運
想
念

の
見
量
を
除
却
す
れ
ぼ
即
ち
汝
が
真
心
な
り
。
此

の
心
と
塵
境
及
び
静
黙
を
守
認
す
る
時
と
は
全
く
交
渉
無
し
。
即
心
是
れ
仏
に
し
て
修
治
を
待
た
ず
。
何
を
以
て
の
故
か
。
機
に
応

じ
照
に
随
い
て
冷
冷
と
し
て
自
ら
用
う
る
も
、
其

の
用
処
を
窮
め
了
れ
ば
不
可
得
な
り
。
喚
ん
で
妙
用
と
作
す
。
乃
ち
是
れ
本
心
な

り
。
大
い
に
須
ら
く
護
持
す
べ
き
も
容
易
に
す
べ
か
ら
ず
。
(景
徳
伝
灯
録
十
四
)

真

心
は
真
物
、
塵
境
及
び
静
黙
を
守
認
す
る
時
と
は

一
切

の
妄
運
想
念
の
見
量
ー
物
ー
揚
眉
動
目

一
切
の
事
-
作
用
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

を
大
顛
は
峻
別
す
る
。
馬
祖
は

「只
だ
如
今
の
行
住
坐
臥

・
応
機
接
物
、
尽
く
是
れ
道
な
り
。
道
は
是
れ
法
界
な
り
。
乃
至
、
河
沙
の
妙

用
も
法
界
を
出
で
ず
。
」
景
徳
伝
灯
録
二
十
八
と
言
う
が
、

大
顛
は

「機
に
応
じ
照
に
随
い
て
冷
冷
と
し
て
自
ら
用
う

る
も
、

其
の
用
処

を
窮
め
了
れ
ば
不
可
得
な
り
。
喚
ん
で
妙
用
と
作
す
。
乃
ち
是
れ
本
心
な
り
。
」
と
言
う
。
馬
祖
に
は

「如
今

の
行
住
坐
臥

・
応
機
接
物
」
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の

「
用
処
を
窮
め
了
れ
ば
不
可
得
な
り
」
と
い
う

一
歩
先
の
見
地
が
不
足
し
て
い
る
。
両
者
と
も

「即
心
是
仏
」
で
あ
る
が
、
や
は
り
馬

祖
の

「即
心
是
物
」
と
石
頭
系
の
そ
れ
と
は
相
違
す
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
顛
は
石
頭
と
の
問
答
に
よ
っ
て

「作
用
即
性
」
の
陥
り
や
す
い
危
険
性
i

日
堂
底
と
本
来
性
の
短
絡
的
結
合
1

を
明
確
に
指
摘

す
る
。
当
時
の
多
く
が
、
日
常
底
の
六
根
の
運
用

・
一
切
の
施
為
の
と
こ
ろ
に
法
性
を
み
と
め
印
可
し
必
要
と
な
す
、

と
い
う
傾
向
に
異

議
を
申
し
立
て
る
。
そ
れ
は
直
接
に
は
馬
祖
の
禅

へ
向
け
ら
れ
た
批
判
で
も
あ
る
が
、
石
頭
系
の
禅
が

「無
物
」

の
世
界
、
す
な
わ
ち
真

物
と
し
て
の

「
心
」
を
挙
揚
す
る
立
場
の
表
明
だ
と
も
言
え
る
。

天
然
が
石
頭
の
こ
と
ば
と
し
て
直
接
に
伝
え
る
も
の
は

「切
に
須
ら
く
保
護
す
べ
し
」
で
あ

っ
た
。

い
か
に
も
単
純

で
当
た
り
前
な
こ

の
こ
と
ば
の
中
に
ど
ん
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
こ
こ
に
石
頭
の
禅

の
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
保
護
す
べ
き

も
の
と
は
、
天
然

の
上
堂
か
ら
、
そ
れ
が

二

霊
の
物
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
石
頭
の
上
堂
か
ら
は

「汝
等
、
当
に
自
己
の
心
霊
を
知

る
べ
し
」
の

「自

己
の
心
霊
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
大
顛
は
そ
れ
を

「自
家
の
本
心
」
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
大
顛
と
石
頭
と
の
問
答
に
語
ら
れ
た
中
の

「汝

が
心
」
「真
物
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。

こ
こ
で
も

「也
た
須
ら
く
護
持
す
ぺ
し
」
と
い
う
。

こ
う
し
て
石
頭
お
よ
び
彼

の
弟
子
た
ち
の
こ

と
ば
を
よ
く
見
て
く
る
と
、
そ
こ
に
極
め
て
具
体
的
な
内
容
の
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
彼
ら
の
追
求
し
た
純
禅

の
心
髄
こ
そ
、

こ
の
極
め
て
具
体
的
な
内
容
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
石
頭
三
世
の
道
吾
円
智
は

「石
頭
の
宗
枝
を
埋
没
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
花
亭
徳
誠

と
雲
巌
曇
晟
に
言

っ
た
。
深
遽
な
南
嶽
に
石
頭
が
根
を
下
ろ
し
て
か
ら
、
や
が
て
幹
が
成
り
枝
を
伸
す
よ
う
に
し
て
純
禅
の
心
髄
が
伝
受

さ
れ
て
い
く
過
程

は
、
以
上
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
石
頭
や
大
顛
が

「須
ら
く
護
持
す
べ
し
」
と
言
う
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
純
禅

の
心
髄
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
動
も
す
る
と
日
常
の
こ
と
ば
に
紛
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
ほ
ど
微
妙
な
内
容
で
も
あ
る
。
護
持
す
べ
し

・
保
護

す
べ
し
と
は
、
日
常
底
に
紛
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
本
来
性
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
禅

と
の
関
わ
り
こ
そ
、

石
頭
が

「真
金
鋪
」
と
称
さ
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
。

(了
)


